

















































], [], [] を見出すことができる他方, 都市経済モデルにも,
[], [] のような公理分析的な研究があり, われわれにこの方向での分析を進め




｢超過効用｣ を導入する｢超過効用｣ は, 本研究の際立った特徴で, 人口分布の均衡を分析す
る上で重要な概念である都市経済学の領域では[], [], 	[
] の





















成には, 経済主体の ｢超過｣ 効用が重要な役割を担う経済が, ｢超過｣ 効用がゼロになると





地モデルの場合, 都市中心部からの距離に対して住宅サービス (土地) の需要量が増加し, 合
成財需要が減少し, また, 住宅サービス価格は下落するという特徴がある本稿では, モデル
の特定化を通してこのような性質が性質, として導かれることを示す
本稿のモデルの構成は, 次のとおりである第 節で, モデルの設定が [],
	
	[] にしたがって組みたてられるモデルの設定のあと, 準備的な分析として経済主











本稿では, ｢経済環境｣ を, 経済主体が直面する財の価格, 所得に差異をもたらすような経
済活動の場と定義しよう経済環境は離散的に捉えられ, その数は である






































































































































































































































































() 	は, 連続, 準凹, 不飽和な効用関数である










































































































































































































































































































































































とするさらに, すべての 	, すべてのに対して	と仮定するその
とき, , 	が存在して 	であるこのとき
選択可能な経済環境のもとでの市場均衡
――
 ならば  または  ならば  

,




(証明) 次に定義する価格調整の写像 	 が必要な性質を満たすことを示した後, こ
れと超過需要 
 	 を用いて不動点の存在を明らかにし, 不動点が一時的市場均衡
であることを示す
. 価格調整の写像 	 が非空, コンパクト, 凸であること


























は非空, コンパクト凸集合であり, は, 非空, コンパク
























































































































































































































































































































































｢超過効用｣ と経済の ｢永続的｣ 均衡状態
経済主体にとって経済環境が選択可能である場合, 他の経済環境のもとでさらに大きな効用
を達成できるならば, 別の経済環境を選択するであろうそのとき経済主体による経済環境選











































































































, は, 価格のもとで実現し, に属する
のコンパクト性も, 次のようにして確認することが出来る消費集合がコンパク
























































































しないという意味で, ｢永続的｣ 均衡であるここでは, この ｢永続的｣ 均衡を市場均衡と呼
ぶことにする





   
と定義する






















































補題 は, 非空, コンパクトかつ凸である




が凸であることは, 次のようにして分かるに対して  の





































































とするこのとき	は非空なコンパクト集合であるなぜならば, 	, , , 
ともに非空なコンパクト集合であるからであるまた, 対応, が前節の分析から非空なコ
ンパクト凸値をとる優半連続対応であるまた, 
, もまた補題, から, 同じく非空なコ
ンパクト凸値をとる優半連続対応であるしたがって, も同じ性質をもつ
すると, 角谷の不動点定理から 	が存在するすなわち,




















) この写像は, 大谷順彦教授 (九州産業大学)の助言に負っている｡
経済主体分布の ｢永続的｣ な均衡値であるこれに対応する消費および価格の均衡値は定理
によって決定され, ｢永続的｣ な値であるしたがって, 定理は, 経済主体にとって経済環






















済変数に及ぼす影響の分析に向けられるそれは, 外生人口の変化, 境界地代の変化, 消費者





























































































) 経済主体が選択した経済環境で消費をおこなうためには, なんらかの輸送コストがかかり, 経済環
境によりその大きさが異なり, ｢アイスバーグ｣ 型の輸送費を想定するならば, 仮定() は妥当な
仮定と考えられる｡
予算制約と均衡解







































したがって, 需要対応  , 超過需要 もまた, 非空かつコンパクトな連続
対応であるしたがって定理の条件は満たされるまた, 第節の議論はそのまま適応され






















































































































































































































































































































上記の両辺の数量ベクトルの各項の比較は, 第節の実行可能配分条件 () の第式と第
式となることがわかるしたがって本節で設定する経済でも不動点は均衡解である

































































































































































































































































































































































































































































































































































一であるが, 消費においては一般財の初期保有量が経済環境によって ｢氷｣ のように減少する






土地) があり, 消費者はこの住宅サービス (または, 土地) の消費と, 距離には依存しない合
成財の消費を決定する通勤費用控除後の可処分所得は, 中心部への距離の増加に伴って減少
















地状態を仮定して性質, が導出されたもし, 本稿の分析で, 経済主体のタイプがつで
初期立地点がただつの経済環境を想定するならば, 結果は, 住宅立地モデルで得られる財消











































これは, 分析の簡素化のためであるしかしながら, より完全な分析のためには, 生産の側面
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